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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ドライバの運転操作の推移を示す車両データの
特徴を定量的に解析できる車両データの解析方法、及び
車両データの解析システムを提供する。
【解決手段】複数種の運転操作に基づく複数の車両デー
タを車両１００等から収集する。この収集した車両デー
タを、運転操作のレベルの評価の指標である評価基準に
基づき、相反する運転レベルのグループである、運転レ
ベル「高」と運転レベル「低」とのグループにグループ
分けする。このグループ分けしたグループ間で相違する
車両データの特徴量を抽出するとともに、抽出した特徴
量が評価項目に基づき評価される車両データに及ぼす影
響度を順位付けて求める。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドライバの運転操作が反映された車両データを解析する車両データの解析方法において
、
　前記車両データとして複数種の運転操作に基づく複数の車両データを収集するとともに
、この収集した車両データを運転操作のレベルの評価の指標である評価基準に基づき少な
くとも２つのグループにグループ分けし、このグループ分けしたグループ間で相違する車
両データの特徴量を抽出する
　ことを特徴とする車両データの解析方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の車両データの解析方法において、
　前記抽出した車両データの特徴量が前記評価基準にて評価される車両データに及ぼす影
響度を求める
　ことを特徴とする車両データの解析方法。
【請求項３】
　前記車両データには、交通要素もしくは走行区間もしくはそれら交通要素及び走行区間
が連続する走行エリアを示す情報が含まれ、それら交通要素もしくは走行区間もしくは走
行エリアを単位として、前記車両データのグループ分けと前記車両データの特徴量の抽出
とを行う
　請求項１または２に記載の車両データの解析方法。
【請求項４】
　前記車両データには、走行地点を示す情報が含まれ、
　前記抽出した車両データの特徴量、前記走行地点、及び前記評価基準に基づく前記車両
データの評価結果の各々の対応関係をさらに求める
　請求項１～３のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項５】
　前記車両データとしての時系列データを走行位置に基づいて正規化する
　請求項１～４のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項６】
　前記特徴量は、ドライバによる運転操作態様を示す１乃至複数の運転要素の特徴を示す
ものであり、
　前記運転要素が前記評価基準に及ぼす影響度を前記運転要素の別に求める
　請求項１～５のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項７】
　前記車両データの特徴量を示す上での元データとなる複数の候補データを、前記車両デ
ータに対する周波数分解を通じて生成する
　請求項１～６のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項８】
　前記車両データの特徴量の抽出に先立ち、窓関数に基づく演算を通じて特徴量の顕在化
を行う
　請求項１～７のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項９】
　前記評価基準は、単位燃料量あたりの車両の走行距離である燃費、及び旅行時間、及び
車両挙動、及び車両の横方向における躍度の少なくとも１つの評価項目に対して設けられ
たグループ分けのための基準である
　請求項１～８のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項１０】
　前記評価基準に基づくグループ分けを通じて、前記複数種の車両データを運転レベル「
高」及び運転レベル「低」の２つの車両データ群に分類し、
　前記車両データの抽出として、前記評価基準に基づき運転レベル「高」及び運転レベル



(3) JP 2012-242894 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

「低」に各々分類されたデータのうちの共通する特徴量の差分の合計値をもとに、前記運
転レベルが相違する車両データの特徴量の重み付けを行う
　請求項１～９のいずれか一項に記載の車両データの解析方法。
【請求項１１】
　ドライバの運転操作が反映された車両データを解析する車両データの解析システムにお
いて、
　前記車両データとして複数種の運転操作に基づく車両データが記憶される記憶装置と、
　前記記憶装置に記憶された車両データを、運転操作のレベルの評価の指標である評価基
準に基づき少なくとも２つのグループにグループ分けする車両データ分類部と、
　前記車両データ分類部によりグループ分けされたグループ間で相違する車両データの特
徴量を抽出する車両データ解析部と、を備える
　ことを特徴とする車両データの解析システム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の車両データの解析システムにおいて、
　前記車両データ解析部はさらに、前記抽出した特徴量が前記評価基準にて評価される車
両データに及ぼす影響度を求める影響度算出部を備える
　ことを特徴とする車両データの解析システム。
【請求項１３】
　前記車両データには、交通要素もしくは走行区間もしくはそれら交通要素及び走行区間
が連続する走行エリアを示す情報が含まれ、
　前記車両データ分類部及び前記車両データ解析部は、前記交通要素もしくは前記走行区
間もしくは前記走行エリアを単位として、前記車両データのグループ分け及び前記車両デ
ータの特徴量の抽出を行う
　請求項１１または１２に記載の車両データの解析システム。
【請求項１４】
　前記車両データには、走行地点を示す情報が含まれ、
　前記車両データ解析部は、前記抽出した車両データの特徴量、前記走行地点、及び前記
評価基準に基づく前記車両データの評価結果の各々の対応関係をさらに求める
　請求項１１～１３のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項１５】
　前記車両データ解析部はさらに、前記車両データとしての時系列データを走行位置に基
づいて正規化する正規化演算部を備える
　請求項１１～１４のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項１６】
　前記特徴量は、ドライバによる運転操作態様を示す１乃至複数の運転要素の特徴を示す
ものであり、
　前記車両データ解析部は、前記運転要素が前記評価基準に及ぼす影響度を前記運転要素
の別に求める処理をさらに実行する
　請求項１１～１５のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項１７】
　前記車両データ解析部はさらに、前記車両データに対する周波数分解を通じて前記車両
データの特徴量を示す上での元データとなる複数の候補データを生成する周波数分解部を
備える
　請求項１１～１６のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項１８】
　前記車両データ解析部はさらに、前記車両データに対する窓関数に基づく演算を通じて
特徴量を顕在化する窓関数演算部を備える
　請求項１１～１７のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項１９】
　前記車両データ分類部は、単位燃料量あたりの車両の走行距離である燃費、及び旅行時
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間、及び車両挙動、及び車両の横方向における躍度の少なくとも１つの評価項目に対して
設けられた評価基準に基づいて、前記車両データをグループ化する
　請求項１１～１８のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【請求項２０】
　前記車両データ分類部は、前記評価基準に基づくグループ化を通じて、前記複数種の車
両データを運転レベル「高」及び運転レベル「低」の２つの車両データ群に分類し、
　前記車両データ解析部は、前記相違する車両データの抽出として、前記評価基準に基づ
き運転レベル「高」及び運転レベル「低」に各々分類された共通する差分の合計値をもと
に、前記運転レベルが相違する車両データの特徴量を重み付けする処理を実行する
　請求項１１～１９のいずれか一項に記載の車両データの解析システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、車両から取得された車両データの解析に適用して有益な車両データの解析方
法及び該解析方法を用いた車両データ解析システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、車両の運転を支援する運転支援システムでは、交差点や一時停止位置、カーブ
、前方車両の接近、等々といった車両の減速が必要となる交通情報を車載カメラやナビゲ
ーションシステム等により取得している。そして、この取得された車両周辺の交通情報に
基づき、例えば音声による減速案内等として、ドライバに対する運転支援が行われる。
【０００３】
　また、このような運転支援に際しては、通常、ある走行パターンを、模擬コース等の所
定の走行モデルのもとで測定された一般のドライバの交通情報の認知、判断、運転操作と
いった各種運転行動で平均化した標準走行パターンが用いられることが多い。例えば、特
許文献１に記載のシステムでは、まずは、交差点やカーブへの進入速度、並びに交差点や
カーブの曲率半径等の道路の形状に関する情報（走行モデル）に基づき、例えば、アクセ
ルペダルやブレーキペダル等の操作機器の模範的な操作量の時系列的な推移を示す模範操
作データを生成する。そして、この生成した模範操作データを運転模範モデル（標準走行
パターン）としてデータベースに登録し、このデータベースに登録した模範操作データと
、運転支援の対象とする車両のドライバによる各種操作機器の操作量の推移とをドライバ
に同時に提示することによって、ドライバの運転操作を評価するようにしている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－２９４２５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、交差点や一時停止位置等に向かう車両の走行パターンは、道路のカーブの曲
率をはじめ、道路の幅や傾斜等の多種多様な要素が存在する道路環境、並びにドライバ固
有の癖や運転技量等に応じて変化することが普通であり、こうして変化するドライバの走
行パターンに上記一般化された標準走行パターンを適合させることは難しい。すなわち、
実際の道路環境やドライバ固有の癖、運転技量等を踏まえた運転模範モデルを作成しよう
としても、そのモデルの作成には膨大な工数が必要とされることとなり、現実的ではない
。
【０００６】
　一方、最近は、ドライバによる運転操作の推移を示す車両データを解析して、複数のド
ライバの運転操作のもとに取得された車両データ群を、ドライバの運転技量、すなわち運
転レベルの別に層別することも検討されている。しかし、このようにして車両データ群を
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運転レベル毎に層別したところで、どのような運転操作が要因となって各ドライバの運転
レベルに相違が生じるのかを特定することは難しく、運転レベルが相違する要因、換言す
れば、運転レベルの向上を支援すべき運転要素を特定するには至っていない。すなわち、
ドライバの運転操作に基づき取得された車両データの特徴を定量的に把握できるレベルに
は至っていない。
【０００７】
　本発明は、このような実情に鑑みてなされたものであり、その目的は、ドライバの運転
操作の推移を示す車両データの特徴を定量的に解析することのできる車両データの解析方
法、及び該解析方法を用いた車両データの解析システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　以下、上記課題を解決するための手段及びその作用効果について記載する。
　請求項１に記載の発明は、ドライバの運転操作が反映された車両データを解析する車両
データの解析方法において、前記車両データとして複数種の運転操作に基づく複数の車両
データを収集するとともに、この収集した車両データを運転操作のレベルの評価の指標で
ある評価基準に基づき少なくとも２つのグループにグループ分けし、このグループ分けし
たグループ間で相違する車両データの特徴量を抽出することを要旨とする。
【０００９】
　請求項１１に記載の発明は、ドライバの運転操作が反映された車両データを解析する車
両データの解析システムにおいて、前記車両データとして複数種の運転操作に基づく車両
データが記憶される記憶装置と、前記記憶装置に記憶された車両データを、運転操作のレ
ベルの評価の指標である評価基準に基づき少なくとも２つのグループにグループ分けする
車両データ分類部と、前記車両データ分類部によりグループ分けされたグループ間で相違
する車両データの特徴量を抽出する車両データ解析部と、を備えることを要旨とする。
【００１０】
　ドライバの運転操作を示す車両データとは、アクセル、ブレーキ、ステアリング等の様
々な運転要素の操作態様を示すものであり、こうした運転要素の操作態様によって燃費や
走行時における車両の挙動等も大きく変化する。また、例えば、単位時間当たりの燃料消
費量である燃費が低い、すなわち低燃費（省燃費）なために運転レベルが高いとされる車
両データ群には、所定のタイミングでのアクセルオフ等のように共通する特徴量が含まれ
ていることが多い。一方、高燃費なために運転レベルが低いとされる車両データ群には、
相対的に遅いタイミングでのアクセルオフや過剰なアクセルペダルの踏み込み等といった
特徴量が含まれていることが多い。そして、このように運転レベルが相違する車両データ
群に含まれる特徴量が相違するときには、この相違する特徴量によって示される運転操作
が、車両データの運転レベルを異ならしめる要因となることが多い。すなわち、この相違
する特徴量、換言すれば、同特徴量が示す或る運転操作が行われているが故に、運転結果
となる燃費や車両の走行時における挙動等に相違が発生する傾向にある。
【００１１】
　そこでまず、上記方法あるいは構成によるように、例えばアクセル開度やステアリング
の操舵角度等の運転要素の推移を示す車両データを車両から収集する。また、この収集し
た車両データをドライバの運転技量を識別可能な評価基準に基づいてグループ分けするこ
とにより、複数種の運転操作のもとで取得された車両データ群を運転レベルの別に分類す
る。そして、この運転レベルの別に分類したグループ間で相違する特徴量を抽出すること
により、分類された車両データ間で運転レベルを異ならしめる要因となる特徴量を抽出す
る。これにより、複数種の運転操作に基づき取得された車両データ群の中から、車両デー
タ間で運転レベルに相違が発生する要因を定量的に示す情報を抽出することが可能となる
。すなわち、車両データに含まれる運転操作の特徴を定量的に解析することができるよう
になる。
【００１２】
　また、上記収集された車両データは、複数種のドライバの運転操作のもとに実際の道路
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上を走行した車両から取得されたものであるから、同車両データを用いることにより、実
際の走行環境や同走行環境のもとで行われた運転操作が反映された走行モデルを生成する
ことも可能である。そしてこの場合には、上記抽出された車両データの特徴量を加味して
模範となる走行モデルを生成することより、運転レベルを決定する特徴量を盛り込んだ走
行モデルを生成することが可能となる。
【００１３】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載の車両データの解析方法において、前記抽出
した車両データの特徴量が前記評価基準にて評価される車両データに及ぼす影響度を求め
ることを要旨とする。
【００１４】
　請求項１２に記載の発明は、請求項１１に記載の車両データの解析システムにおいて、
前記車両データ解析部はさらに、前記抽出した特徴量が前記評価基準にて評価される車両
データに及ぼす影響度を求める影響度算出部を備えることを要旨とする。
【００１５】
　車両データに含まれる特徴量には、評価基準に基づく車両データの評価結果に及ぼす影
響が大きい特徴量や同評価結果に及ぼす影響が小さい特徴量が存在する。そして、評価結
果に対する影響が大きい特徴量ほど、車両データ群の運転レベルを異ならしめる主な要因
となる。
【００１６】
　そこで、上記方法あるいは構成によるように、上記抽出した車両データの特徴量が評価
基準にて評価される車両データに及ぼす影響を求める。これにより、各々グループ分けさ
れた車両データの間で相違する特徴量のみならず、この特徴量が、評価基準にて評価され
る車両データ、換言すれば、同評価基準に基づく評価に及ぼす影響度も併せて特定するこ
とが可能となる。
【００１７】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載の車両データの解析方法において、
前記車両データには、交通要素もしくは走行区間もしくはそれら交通要素及び走行区間が
連続する走行エリアを示す情報が含まれ、それら交通要素もしくは走行区間もしくは走行
エリアを単位として、前記車両データのグループ分けと前記車両データの特徴量の抽出と
を行うことを要旨とする。
【００１８】
　請求項１３に記載の発明は、請求項１１または１２に記載の車両データの解析システム
において、前記車両データには、交通要素もしくは走行区間もしくはそれら交通要素及び
走行区間が連続する走行エリアを示す情報が含まれ、前記車両データ分類部及び前記車両
データ解析部は、前記交通要素もしくは前記走行区間もしくは前記走行エリアを単位とし
て、前記車両データのグループ分け及び前記車両データの特徴量の抽出を行うことを要旨
とする。
【００１９】
　ドライバによる運転操作とは、例えば、信号交差点やカーブ等の交通要素、交差点やカ
ーブ等の交通要素により区画される所定の走行区間、こうした交通要素や走行区間を包含
する走行エリア等といったように、車両周辺の走行環境が大きく反映されるものである。
そして、こうした走行環境のもとで行われる運転操作の特徴も、車両の走行環境毎に相違
するのが普通である。また、例えば、カーブの走行時における車両挙動の少ないために同
カーブでの運転技量が高いものの、交差点等の減速・停止位置の走行時における燃費が高
いために同減速・停止位置での運転技量が低いドライバ等、ドライバの運転技量も走行環
境毎に相違する傾向にある。このため、たとえ或るドライバの運転操作に基づき取得され
た１つの車両データであっても、評価基準に基づく評価結果も車両の走行環境毎に相違す
ることが多い。
【００２０】
　そこで、上記方法あるいは構成によるように、走行環境としての交通要素もしくは走行
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区間もしくは走行エリアを単位として車両データのグループ分けと車両データの特徴量の
抽出とを行うこととすれば、交通要素、走行区間、及び走行エリアのもとで行われる一連
の運転操作が反映される車両データの特徴量を、車両データ群から的確に抽出することが
可能となる。これにより、交通要素、走行区間、及び走行エリアを単位として、運転レベ
ルが相違する要因を特定することが可能となる。またこれにより、上記収集された車両デ
ータの中から、より多くの特徴量を抽出することが可能となる。
【００２１】
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記車両データには、走行地点を示す情報が含まれ、前記抽出した車両データ
の特徴量、前記走行地点、及び前記評価基準の各々の対応関係をさらに求めることを要旨
とする。
【００２２】
　請求項１４に記載の発明は、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記車両データには、走行地点を示す情報が含まれ、前記車両デー
タ解析部は、前記抽出した車両データの特徴量、前記走行地点、及び前記評価基準の各々
の対応関係をさらに求めることを要旨とする。
【００２３】
　例えば、カーブに進入した車両が同カーブを通過するまでには、その道路形状等に応じ
て、同カーブを構成する各走行地点で様々な運転操作が行われる。よって、共通する１つ
のカーブもしくは曲率半径等が類似するカーブ等での運転操作を示す車両データであって
も、各走行地点での運転操作が反映される車両データには、各走行地点に対応する各別の
特徴量が含まれることとなる。また、これに伴い、たとえ同一のドライバの運転操作に基
づき取得された車両データであっても、各走行地点での車両データの評価結果は、例えば
カーブの進入開始位置からカーブの中間地点までは低燃費（省燃費）なもののカーブの中
間地点からカーブの終了地点までは高燃費になるなど、走行地点毎に相違することもある
。
【００２４】
　そこで、上記方法あるいは構成によるように、車両データの特徴量、走行地点、及び評
価基準の各々の対応関係を求めることとすれば、走行地点に応じて現れる特徴量や同特徴
量が評価基準に及ぼす影響を、走行地点毎に求めることが可能となる。これにより、車両
データをより詳細に解析することが可能となり、評価基準に基づく運転レベルが相違する
要因や同要因が評価基準に及ぼす影響を、走行地点レベルにまで解析することが可能とな
る。
【００２５】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～４のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記車両データとしての時系列データを走行位置に基づいて正規化することを
要旨とする。
【００２６】
　請求項１５に記載の発明は、請求項１１～１４のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記車両データ解析部はさらに、前記車両データとしての時系列デ
ータを走行位置に基づいて正規化する正規化演算部を備えることを要旨とする。
【００２７】
　通常、車両データの取得源となる車両の走行速度とは、車両毎、ドライバ毎に相違する
傾向にある。このため、例えば、共通もしくは類似する走行環境で取得されたドライバに
よる運転操作態様が時系列的に記録された車両データ、すなわち時系列データを比較した
としても、それらの取得源となる車両の走行速度等が大幅に相違するときには、時間軸を
もとに各時系列データを比較しようとすると、異なる走行位置での運転操作が比較対象に
なりかねない。
【００２８】
　この点、上記方法あるいは構成によれば、時系列データを走行位置に基づき正規化する
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ことで、走行速度等が相違する車両から取得された時系列データについても、精度よく対
比可能なレベルに変換することができる。これにより、より多くの車両データ（時系列デ
ータ）を解析対象とすることが可能となり、こうした車両データ間で相違する特徴量をよ
り多く抽出することが可能となる。
【００２９】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～５のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記特徴量は、ドライバによる運転操作態様を示す１乃至複数の運転要素の特
徴を示すものであり、前記運転要素が前記評価基準に及ぼす影響度を前記運転要素の別に
求めることを要旨とする。
【００３０】
　請求項１６に記載の発明は、請求項１１～１５のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記特徴量は、ドライバによる運転操作態様を示す１乃至複数の運
転要素の特徴を示すものであり、前記車両データ解析部は、前記運転要素が前記評価基準
に及ぼす影響度を前記運転要素の別に求める処理をさらに実行することを要旨とする。
【００３１】
　通常、ドライバによる運転結果を示す燃費や車両挙動等は、例えば操舵角度やアクセル
の踏込み量といった複数種の運転要素の操作態様により変化する。そして、各運転要素に
対する操作態様の相違に起因して、車両データ間の運転レベルが相違する傾向にある。
【００３２】
　そこで、上記方法あるいは構成によるように、上記特徴量によって示される運転要素が
上記評価基準に及ぼす影響を運転要素の別に求めることとすれば、複数種の運転要素が影
響して運転レベルに相違が生じるような場合であれ、各車両データの運転レベルを異なら
しめる複数の要因を的確に特定することが可能となる。また、これにより、車両データに
局所的に含まれる特徴量を的確に抽出することが可能になるとともに、各運転要素が評価
基準に及ぼす影響度も併せて特定することが可能となる。
【００３３】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～６のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記車両データの特徴量を示す上での元データとなる複数の候補データを、前
記車両データに対する周波数分解を通じて生成することを要旨とする。
【００３４】
　請求項１７に記載の発明は、前記車両データ解析部はさらに、前記車両データに対する
周波数分解を通じて前記車両データの特徴量を示す上での元データとなる複数の候補デー
タを生成する周波数分解部を備えることを要旨とする。
【００３５】
　車両データの特徴量は、様々な周波数成分として車両データに含まれていることが多く
、各周波数成分に含まれる特徴量が影響して、各車両データの運転レベルが相違する傾向
にある。
【００３６】
　そこで、上記方法あるいは構成によれば、車両データに対する周波数分解を通じて、車
両データに含まれている様々な周波数成分を抽出することで、運転操作が反映された様々
な特徴量を顕在化することが可能となる。このため、上記グループ化された車両データ間
で相違する特徴量を抽出する上で、その候補となる特徴量を含んだ候補データを、限られ
た車両データの中から大量に生成することが可能となる。
【００３７】
　請求項８に記載の発明は、請求項１～７のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記車両データの特徴量の抽出に先立ち、窓関数に基づく演算を通じて特徴量
の顕在化を行うことを要旨とする。
【００３８】
　請求項１８に記載の発明は、請求項１１～１７のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記車両データ解析部はさらに、前記車両データに対する窓関数に
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基づく演算を通じて特徴量を顕在化する窓関数演算部を備えることを要旨とする。
【００３９】
　上記方法あるいは構成によるように、窓関数に基づく演算を通じて車両データの特徴量
を顕在化することとすれば、車両データに含まれる微小な特徴量についても的確に抽出す
ることが可能となる。
【００４０】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～８のいずれか一項に記載の車両データの解析方法
において、前記評価基準は、単位燃料量あたりの車両の走行距離である燃費、及び旅行時
間、及び車両挙動、及び車両の横方向における躍度の少なくとも１つの評価項目に対して
設けられたグループ分けのための基準であることを要旨とする。
【００４１】
　請求項１９に記載の発明は、請求項１１～１８のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記車両データ分類部は、単位燃料量あたりの車両の走行距離であ
る燃費、及び旅行時間、及び車両挙動、及び車両の横方向における躍度の少なくとも１つ
の評価項目に対して設けられた評価基準に基づいて、前記車両データをグループ化するこ
とを要旨とする。
【００４２】
　一般に、低燃費を実現可能な運転操作や車両挙動の少ないスムーズな運転操作ほど、ド
ライバの運転技量が高いとして評価することが可能であり、それら燃費や車両挙動、並び
に旅行時間や車両の横方向における躍度を評価項目として車両データを運転レベルの別に
グループ分けすることが可能である。このため、上記方法あるいは構成によれば、上記各
評価項目を指標として分類される車両データの特徴量を抽出することで、燃費、旅行時間
、スムーズな運転操作（急制動の有無）、及び躍度等が、上記収集した車両データ間で相
違する要因を特定することが可能となる。
【００４３】
　請求項１０に記載の発明は、請求項１～９のいずれか一項に記載の車両データの解析方
法において、前記評価基準に基づくグループ分けを通じて、前記複数種の車両データを運
転レベル「高」及び運転レベル「低」の２つの車両データ群に分類し、前記車両データの
抽出として、前記評価基準に基づき運転レベル「高」及び運転レベル「低」に各々分類さ
れたデータのうちの共通する特徴量の差分の合計値をもとに、前記運転レベルが相違する
車両データの特徴量の重み付けを行うことを要旨とする。
【００４４】
　請求項２０に記載の発明は、請求項１１～１９のいずれか一項に記載の車両データの解
析システムにおいて、前記車両データ分類部は、前記評価基準に基づくグループ化を通じ
て、前記複数種の車両データを運転レベル「高」及び運転レベル「低」の２つの車両デー
タ群に分類し、前記車両データ解析部は、前記相違する車両データの抽出として、前記評
価基準に基づき運転レベル「高」及び運転レベル「低」に各々分類された共通する差分の
合計値をもとに、前記運転レベルが相違する車両データの特徴量を重み付けする処理を実
行することを要旨とする。
【００４５】
　上記車両データ群においては、例えば、運転レベル「高」に分類された或るタイミング
での操舵角度の操作量を示す車両データと、運転レベル「低」に分類されたデータのうち
同操舵角度の操作量に対応する車両データとの間での差分が多くなる特徴量ほど、運転レ
ベルが相違する主要因である蓋然性が高い。また、こうした運転レベル「高」及び「低」
の車両データ間で差分が発生する割合の高い特徴量ほど、運転レベルが相違する主要因で
ある蓋然性が高い。一方、或るタイミングでのアクセルペダルの踏込み量を示す車両デー
タの特徴量が、運転レベル「高」及び「低」に各々分類されたデータにおいて相似すると
きには、同特徴量は各車両データ群において運転レベルを異ならしめる要因とはなり得な
い。
【００４６】
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　そこで、上記方法あるいは構成によるように、上記特徴量の差分の合計値をもとに、運
転レベルが相違する車両データの特徴量が重み付けすることとすれば、運転レベルが相違
する要因を評価基準に対する影響度の順に特定することが可能となる。これにより、運転
レベル「低」とされた車両データにて示される運転操作の改善要素を、改善すべき優先度
の順に把握することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明にかかる車両データの解析方法及び車両データの解析システムの一実施の
形態について、同解析方法が適用される車両データの解析システムの概略構成を示すブロ
ック図。
【図２】（ａ）は、時系列データとしての車両データ群の一例を示すグラフ。（ｂ）は、
走行位置に基づき正規化された車両データ群の一例を示すグラフ。
【図３】同実施の形態の車両データの解析方法による車両データの解析手順の一例を示す
フローチャート。
【図４】車両データの取得源となる車両が走行した走行エリアの一例を、同走行エリアに
含まれる交通要素及び走行区間とともに模式的に示す図。
【図５】（ａ）は、図４に示した走行エリアを走行した車両の操舵角度の推移を示す時系
列データについて、運転レベル「高」とされた時系列データと、運転レベル「低」とされ
た時系列データとの一例を示すグラフ。（ｂ）は、（ａ）に示した時系列データを、走行
位置に基づいて正規化したデータの一例を示すグラフ。
【図６】（ａ）は、主に低周波成分に分解された車両データの一例を示すグラフ。（ｂ）
～（ｅ）は、（ａ）に示した車両データが周波数分解された候補データの一例を示すグラ
フ。
【図７】周波数分解された車両データに対する窓関数処理の一例を示すグラフ。
【図８】（ａ）は、車両データ群の解析結果の一例を示す図。（ｂ）は、図４に対応する
走行モデルを車両データ群の解析結果とともに示す図。
【図９】周波数分解部による周波数分解処理の一例を示すフローチャート。
【図１０】本発明にかかる車両データの解析方法及び車両データの解析システムの他の実
施の形態について、評価項目毎に解析された車両データ群の解析結果の一例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、本発明にかかる車両データの解析方法及び車両データの解析システムを具体化し
た一実施の形態について図１～図９を参照して説明する。
　図１に示すように、本実施の形態の車両データの解析方法が適用される車両データの解
析システムは、車両１００のドライバの運転操作が反映された車両データを収集する車両
データ解析センター２００を備えて構成されている。
【００４９】
　車両データの取得源となる車両１００には、ドライバによる各種運転要素の操作態様を
検出する手段として、アクセルセンサ１０１、ブレーキセンサ１０２、操舵角センサ１０
３、ジャイロセンサ１０４、車速センサ１０５、及び加速度センサ１０６等が搭載されて
いる。これら各種センサ１０１～１０６等は、例えばＣＡＮ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ａｒｅａ
　Ｎｅｔｗｏｒｋ）などの車載ネットワークを介して、同センサ１０１～１０６等の検出
結果が、車両１００のドライバの運転操作が反映される車両データとして時系列的に記憶
される車両データ記憶領域１１０に接続されている。
【００５０】
　アクセルセンサ１０１は、ドライバによるアクセルペダル操作によって変化するアクセ
ル開度を検出し、この検出したアクセルの開度に応じた信号を、車両データ記憶領域１１
０に出力する。ブレーキセンサ１０２は、ドライバによるブレーキペダルの踏込み量を検
出し、この検出した踏込み量に応じた信号を、車両データ記憶領域１１０に出力する。操
舵角センサ１０３は、ドライバのステアリング操作により変化する操舵角度を検出し、こ
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の検出した操舵角度に応じた信号を、車両データ記憶領域１１０に出力する。ジャイロセ
ンサ１０４は、車両１００の進行方向を検出し、この検出した進行方向に応じた信号を、
車両データ記憶領域１１０に出力する。車速センサ１０５は、車両１００の車輪の回転速
度を検出し、この検出した回転速度に応じた信号を、車両データ記憶領域１１０に出力す
る。加速度センサ１０６は、車両１００の加速度を検出し、この検出した加速度に応じた
信号を、車両データ記憶領域１１０に出力する。
【００５１】
　また、車両１００には、同車両１００に搭載されたエンジンを制御するエンジンＥＣＵ
１０７、車両１００の絶対位置を検出するＧＰＳ１０８、道路地図データを有するカーナ
ビゲーションシステム１０９が搭載されている。
【００５２】
　エンジンＥＣＵ１０７は、アクセルセンサ１０１の検出結果等に基づき燃料の噴射量を
決定する燃料噴射信号を生成し、この生成した燃料噴射信号を図示しない燃料噴射装置に
出力する。また、エンジンＥＣＵ１０７は、この生成した燃料噴射信号を車両データ記憶
領域１１０に出力する。
【００５３】
　ＧＰＳ１０８は、車両の絶対位置を検出するためのＧＰＳ衛星信号を受信し、この受信
したＧＰＳ衛星信号に基づき車両１００の緯度経度を検出し、この検出した車両１００の
緯度経度を示す情報を、車両データ記憶領域１１０に出力する。
【００５４】
　カーナビゲーションシステム１０９は、出発地点から目標地点までの推奨経路等をドラ
イバに案内するシステムであり、車両１００の運転域に対応する道路地図データを有して
いる。この道路地図データは、地図に関する情報であり、道路勾配、カーブ等の道路線形
、交差点、踏切等の交通要素を示す情報や、交差点名称、道路名称、方面名称、方向ガイ
ド施設情報などから構成される。また、こうした道路地図データには、緯度経度に関する
情報、連続する道路が交差点や信号機等の交通要素、同交通要素により区画された走行区
間、及び連続する交通要素や走行区間を含む走行エリアに関する情報、すなわち車両１０
０の走行環境に関する情報が登録されている。そして、カーナビゲーションシステム１０
９は、道路地図データの参照を通じて、車両１００が通過した走行環境に関する情報を車
両データ記憶領域１１０に適宜出力する。
【００５５】
　車両データ記憶領域１１０には、こうした各センサ１０１～１０６等やＧＰＳ１０８の
検出結果、エンジンＥＣＵ１０７から入力される燃料噴射信号、及びカーナビゲーション
システム１０９から入力される走行環境に関する情報が、それぞれ時系列的に記録される
。これにより、車両データ記憶領域１１０には、車両１００のドライバの運転操作を示す
情報、並びに、同運転操作のもとに車両１００が走行した走行環境に関する情報が、それ
ぞれ対応付けされて車両１００の車両データとして適宜蓄積される。
【００５６】
　また、車両１００には、車両データ解析センター２００との無線通信が可能な車載通信
機１２０が搭載されている。車載通信機１２０は、例えば、車両１００の走行の終了に伴
い同車両１００のアクセサリーポジションがオン状態からオフ状態に切り替えられたとき
、車両データ記憶領域１１０に蓄積されている車両データを車両データ解析センター２０
０に送信する。
【００５７】
　車両データ解析センター２００は、車両１００をはじめとする複数台の車両から送信さ
れてくる車両データを受信するセンター通信機２１０を備えている。センター通信機２１
０は、車両１００をはじめとする複数台の車両で取得された車両データを受信し、この受
信した車両データを記憶装置２２０に出力する。
【００５８】
　記憶装置２２０には、センター通信機２１０と各種車両に搭載された車載通信機との無
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線通信を通じて、複数台の車両で取得された複数種の運転操作に基づく車両データが蓄積
される。
【００５９】
　また、車両データ解析センター２００は、運転操作のレベルの評価の指標である評価基
準に基づき、記憶装置２２０に蓄積された車両データ群を運転レベル「高」と運転レベル
「低」との２つのグループにグループ分けする車両データ分類部２３０を備えている。
【００６０】
　本実施の形態の車両データ分類部２３０は、記憶装置２２０に蓄積された車両データ群
を、カーブや交差点等の交通要素、各交通要素により区画される所定の走行区間、及び連
続する交通要素や走行区間を包含する走行エリアの少なくとも１つを単位として、記憶装
置２２０に蓄積されている車両データ群をグループ分けする。これにより、記憶装置２２
０に記憶されている車両データ群は、例えば、共通する走行エリアでの運転操作を示すデ
ータ単位に分割されて、運転レベルの別にグループ分けされる。またこれにより、記憶装
置２２０に記憶されている車両データ群は、例えば、共通する走行エリア中に存在する或
るカーブでの運転操作を示すデータ単位や連続する交差点で区切られる走行区間での運転
操作を示すデータ単位に細分化されて、運転レベルの別にグループ分けされる。なお、こ
うした交通要素や走行区間、走行エリア等の走行環境は、例えば、車両データに含まれて
いる、上記ＧＰＳ１０８の検出結果である緯度経度情報や上記カーナビゲーションシステ
ム１０９から取得された情報に基づいて特定される。
【００６１】
　また、本実施の形態では、車両データのグループ分けの基準となる評価基準は、単位燃
料量あたりの車両の走行距離である燃費、及び旅行時間、及び車両挙動、及び車両の横方
向における躍度の少なくとも１つの評価項目に対して設けられている。
【００６２】
　ここでの例では、燃費が評価項目であるときには、車両データ群をレベル分けする評価
基準として例えば「１５ｋｍ／ｌ」が設定されている。そして、上記エンジンＥＣＵ１０
７の検出結果として車両１００の車両データに含まれている燃料噴射信号から求まる燃費
が、評価基準「１５ｋｍ／ｌ」以上であるときには、同車両データが運転レベル「高」で
あるとして評価される。一方、車両データに含まれている燃料噴射信号から求まる燃費が
、評価基準「１５ｋｍ／ｌ」未満であるときには、同車両データが運転レベル「低」であ
るとして評価される。
【００６３】
　また、或る交通要素や所定の走行区間を法定速度の範囲内で車両が走行したときにおい
て、それら交通要素や所定の走行区間に車両が進入してから通過するまでに要した時間が
、所定の旅行時間以内である車両データについては、同車両データが運転レベル「高」で
あるとして評価される。一方、交通要素や所定の走行区間に車両が進入してから通過する
までに要した時間が、所定の旅行時間を超える車両データについては、同車両データが運
転レベル「低」であるとして評価される。
【００６４】
　また一方、加速度センサ１０６の検出結果から求まる車両１００の進行方向の横方向に
おける加速度の変化量である躍度についても運転レベルを評価する所定の基準値が規定さ
れており、同躍度と同基準値とをもとに、各車両データがそれぞれ運転レベル「高」、運
転レベル「低」として評価される。
【００６５】
　さらに、アクセルセンサ１０１やブレーキセンサ１０２の検出結果から求まる急加速や
急減速等の急制動の有無や発生頻度、すなわち車両１００の挙動についても運転レベルを
評価する基準値が規定されている。そして例えば、急制動の発生頻度が所定の閾値未満で
ある車両データについては運転レベル「高」として評価されるとともに、急制動の発生頻
度が所定の閾値以上である車両データについては運転レベル「低」として評価される。
【００６６】
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　なお、本実施の形態では、記憶装置２２０に蓄積されている車両データ群は、例えば「
燃費」を評価項目として運転レベル「高」及び運転レベル「低」の２つのグループにグル
ープ分けされるとともに、その評価結果を示す情報が車両データの各々に関連付けられる
。
【００６７】
　そして、車両データ分類部２３０は、評価基準に基づきグループ分けした車両データ群
を、同車両データ分類部２３０による分類結果が記憶される分類結果格納部２４０に出力
する。
【００６８】
　分類結果格納部２４０は、車両データ分類部２３０から入力された車両データを、車両
データ分類部２３０による分類結果に応じて各別に保存する。本実施の形態の分類結果格
納部２４０は、例えば、車両データ分類部２３０により運転レベル「高」と評価された車
両データが格納される第１格納領域２４１と、車両データ分類部２３０により運転レベル
「低」と評価された車両データが格納される第２格納領域２４２とを有している。これに
より、第１格納領域２４１に、車両データ分類部２３０により運転レベル「高」と評価さ
れた車両データ群ＤＡが蓄積されるとともに、第２格納領域２４２には、車両データ分類
部２３０により運転レベル「低」と評価された車両データ群ＤＢが蓄積される。
【００６９】
　また、車両データ解析センター２００は、こうした分類結果格納部２４０に各別に記憶
された車両データ群ＤＡと車両データ群ＤＢとの間で相違する車両データの特徴量を抽出
する車両データ解析部２５０を備えている。
【００７０】
　本実施の形態の車両データ解析部２５０は、時系列データとしての車両データを走行位
置に基づいて正規化する正規化演算部２５１を有している。正規化演算部２５１は、車両
データの正規化に際し、第１格納領域２４１に格納されている様々な走行エリアを走行し
た車両から収集された車両データ群ＤＡの中から、例えば、所定の曲率半径を有するカー
ブについての車両データを第１格納領域２４１から読み込む。また、正規化演算部２５１
は、第１格納領域２４１から読み込んだ車両データ群ＤＡにて示される走行環境と、共通
もしくは類似する走行環境のもとで取得された車両データ群を第２格納領域２４２に格納
されている車両データ群ＤＢの中から読み込む。これにより、例えば、或る走行経路中に
存在する或るカーブで低燃費（省燃費）を実現した運転操作を示す車両データ群と、同カ
ーブと共通もしくは類似する形状のカーブで高燃費の要因となった運転操作を示す車両デ
ータ群とが、分類結果格納部２４０から読み込まれる。
【００７１】
　このように、本実施の形態の正規化演算部２５１は、各車両データに含まれている交通
要素を示す情報や走行区間を示す情報もしくは走行エリアを示す情報をもとに、共通もし
くは類似する交通要素及び走行区間及び走行エリアでの運転操作を示す車両データを、分
類結果格納部２４０から読み込む。
【００７２】
　こうして、例えば、図２（ａ）に例示するように、或る交通要素や或る走行区間、或る
走行エリアでの上記各センサ１０１～１０６等の検出結果、すなわち、車両１００の運転
要素であるアクセルペダル、ブレーキペダル、ステアリング等の複数種の操作機器の操作
態様の推移を示す時系列データが分類結果格納部２４０から読み込まれる。
【００７３】
　なお、図２（ａ）に実線で示す運転レベル「高」と評価された車両データ群ＤＡと、同
図２（ａ）に一点鎖線で示す運転レベル「低」と評価された車両データ群ＤＢとは、各車
両データ群ＤＡ及びＤＢの収集源となった車両で行われた運転操作が異なるために、それ
ぞれ異なる特徴量を有したものとなっている。また、この車両データに含まれる特徴量と
は、所定のタイミングでのアクセルオフ、ブレーキオンとされたタイミングやその踏込み
量の変化、及びステアリングの操舵角度の変化等、車両１００に搭載される各操作機器で
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ある運転要素の操作態様の特徴を示したものである。そして、車両データの収集源となる
車両１００では、こうした各運転要素の操作態様の特徴に応じて、燃費、所定の走行区間
等での旅行時間、急制動の有無、及び同車両１００の横方向における躍度等が変化するよ
うになっている。
【００７４】
　また、本実施の形態の車両データは、上記各センサ１０１～１０６等の検出結果が時系
列的に記録されたものである。このため、図２（ａ）からも明かなように、たとえ共通も
しくは類似する交通要素や走行区間、走行エリアの始点を通過した各車両から取得された
ものであっても、各車両データの取得源となる各車両の走行速度等の相違に起因して、各
車両データのデータ長は相違したものとなっている。すなわち、各車両データの取得源と
なる各車両が或る交通要素や走行区間、走行エリアに進入してから、それら交通要素や走
行区間、走行エリアを通過するまでに要した旅行時間は、各車両の走行速度等の相違に起
因して、各々相違していることを示している。
【００７５】
　そこで、本実施の形態の正規化演算部２５１は、共通もしくは類似する走行環境のもと
で取得された車両データ群ＤＡ及びＤＢを第１格納領域２４１及び第２格納領域２４２か
ら読み込むと、それら読み込んだ車両データ群ＤＡ及びＤＢを走行位置に基づいて正規化
する。これにより、例えば、図２（ｂ）に例示するように、各車両データのデータ長が一
致するようになる。そして、正規化演算部２５１は、図１に示すように、この正規化した
車両データを、同車両データを周波数分解する周波数分解部２５２に出力する。
【００７６】
　周波数分解部２５２は、正規化演算部２５１から正規化された車両データ群が入力され
ると、このデータ群を例えばウェーブレット変換することにより、同データ群を複数の周
波数帯に周波数分解する。これにより、例えば、正規化演算部２５１により正規化された
１つの車両データは、所定の周波数成分毎に分解されることで複数のデータに分解される
。そして、こうした周波数分解が正規化演算部２５１により正規化された車両データ群の
各々に対して行われることにより、車両データの運転レベルを異ならしめる要因となる特
徴量の抽出に際し、同抽出の候補となる大量の候補データが生成される。また、こうした
周波数分解を通じて、車両データに局所的に含まれる周波数成分（特徴量）も顕在化され
るようになる。こうして、周波数分解を通じて生成された候補データ群は、同候補データ
群に対して窓関数に基づく演算を実行する窓関数演算部２５３に出力される。
【００７７】
　窓関数演算部２５３は、周波数分解部２５２から入力された候補データ群の各々に対し
て窓関数に基づく演算を実行することにより、各候補データ群に含まれている特徴量を顕
在化する。そして、窓関数演算部２５３は、この窓関数に基づく演算を通じて、特徴量を
顕在化した候補データ群を、同顕在化された特徴量が上記評価基準にて評価される車両デ
ータに及ぼす影響度を求める影響度算出部２５４に出力する。
【００７８】
　影響度算出部２５４は、窓関数演算部２５３により特徴量が顕在化された候補データ群
が入力されると、運転レベル「高」及び運転レベル「低」に各々分類されたデータのうち
の共通する特徴量の差分の合計値をもとに、車両データ群ＤＡ及び車両データ群ＤＢ間で
運転レベルが相違する車両データの特徴量の重み付けを行う。なお、本実施の形態の影響
度算出部２５４は、例えば、周知の学習アルゴリズムである「ａｄａｂｏｏｓｔ」による
学習を通じて、車両データの特徴量の重み付けを行う。そして、この重み付けを通じて、
車両データ群ＤＡ及び車両データ群ＤＢに含まれる特徴量のうち、運転レベル「高」にレ
ベル分けされた車両データ群ＤＡと運転レベル「低」レベル分けされた車両データ群ＤＢ
との間で相違する特徴量が抽出されるようになる。
【００７９】
　また、本実施の形態の影響度算出部２５４は、重み付けした車両データの特徴量と、同
特徴量が示す運転操作が行われた走行地点との対応関係を求める。なお、特徴量と走行地
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点との対応関係は、車両データに含まれている緯度経度情報や各種交通要素及び走行区間
及び走行エリアを示す情報に基づいて求められる。同様に、本実施の形態の影響度算出部
２５４は、重み付けした車両データの特徴量と、上記評価項目に基づく車両データの評価
結果との対応関係を求める。なお、この特徴量と評価結果との対応関係は、各候補データ
の元となる車両データに関連付けられている上記評価基準に基づく評価結果をもとに求め
られる。
【００８０】
　そして、影響度算出部２５４は、同影響度算出部２５４による演算結果を、車両データ
の解析結果として解析結果記憶部２６０に出力する。これにより、解析結果記憶部２６０
には、運転レベルが相反する車両データ群ＤＡと車両データ群ＤＢとの間で相違する特徴
量、同特徴量に対する重み付けを示す情報、同特徴量と走行地点と上記評価項目に基づく
車両データの評価結果との対応関係を示す情報が、それぞれ蓄積されることとなる。
【００８１】
　以下、本実施の形態の車両データの解析方法及び車両データの解析システムによる車両
データの作用について、図３～図９を参照して説明する。
　図３に示すように、まずステップＳ１０１において、複数台の車両から各車両で行われ
た運転操作を対応する走行環境とともに示す車両データが収集される。これにより、例え
ば、図４に示すように、走行区間Ｓｅｃ１、カーブＣｖ１、走行区間Ｓｅｃ２、カーブＣ
ｖ２、及び走行区間Ｓｅｃ３が順に連なる走行エリアＡｒ１を走行した複数台の車両の、
同走行エリアＡｒ１における車両データが収集される。すなわち、同走行エリアＡｒ１を
走行した各車両の各ドライバにより行われたアクセルペダルやブレーキペダル、操舵角度
等の各種運転要素の操作態様を時系列的に示す車両データが収集される。
【００８２】
　そして、この収集された車両データは、図３にステップＳ１０２として示すように、例
えば、「燃費」を評価項目として、低燃費に寄与した運転操作を示す車両データ群ＤＡ（
運転レベル「高」）と、逆に高燃費の要因となった運転操作を示す車両データ群ＤＢ（運
転レベル「低」）とに分類される。
【００８３】
　これにより、図５（ａ）に示すように、複数台の車両が上記走行エリアＡｒ１を走行し
たときの各車両の操舵角度の推移を示す各時系列データは、図５（ａ）にそれぞれ実線と
破線とで示すように、運転レベル「高」のグループに属する時系列データＳｔ１と運転レ
ベル「低」のグループに属する時系列データＳｔ２とに分類される。
【００８４】
　なお、これら時系列データＳｔ１及びＳｔ２は、異なる運転操作のもとに取得されたデ
ータであることから、時系列データＳｔ１に含まれる特徴量と時系列データＳｔ２に含ま
れる特徴量とは、相違するものとなっている。そして、この相違する特徴量が、時系列デ
ータＳｔ１と時系列データＳｔ２との間で運転レベルが相違する要因となっている。
【００８５】
　また、これら時系列データＳｔ１及びＳｔ２は、共通する走行エリアＡｒ１を走行した
車両から取得されたものの、各車両の走行速度の相違に起因して同走行エリアＡｒ１を通
過するまでに要した時間が相違し、時間軸で示されるデータ長が相違するようになってい
る。
【００８６】
　そこで、図３にステップＳ１０３として示すように、運転レベルの別にグループ分けさ
れた車両データ群が走行位置に基づいて正規化される。これにより、上記走行エリアＡｒ
１での操舵角度の推移を示す時系列データＳｔ１及びＳｔ２は、図５（ｂ）に例示するよ
うに、同走行エリアＡｒ１の始点Ｐｓからの終点Ｐｇまでの各走行位置を基準に正規化さ
れることで、比較可能なデータ形式に変換される。そして、こうした正規化が、先のステ
ップＳ１０２にてグループ分けされた車両データ群ＤＡ及びＤＢの全ての車両データに対
して実行される。
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【００８７】
　次に、図３にステップＳ１０４として示すように、正規化された車両データ群ＤＡ及び
ＤＢに含まれる各車両データは、例えばウェーブレット変換を通じて周波数分解されるこ
とによって、主に高周波成分を含んだデータと、図６（ａ）に例示する主に低周波成分を
含んだデータとに分解される。そして、主に低周波成分を含んだデータはさらに、図６（
ｂ）～（ｅ）に例示するように、それぞれ異なる周波数成分を含んだデータα１、β１～
β３に分解される。なお、この図６（ｂ）～（ｅ）から明かなように、所定の周波数成分
を含んだデータα１、β１～β３は、所定の周波数成分によって示される特徴量を有した
ものとなっている。そして、同様に、図６（ａ）に例示した主に低周波成分を含んだデー
タとは相反するデータ、すなわち主に高周波成分を含んだデータについても、異なる周波
数成分を含んだ複数のデータへとさらに分解される。これにより、１つの車両データから
、運転レベルが相違する要因を示す特徴量の抽出に際して、同抽出の候補となる複数の候
補データが生成されるようになる。そして、こうした周波数分解が、先のステップＳ１０
３にて正規化された車両データ群ＤＡ及びＤＢの全ての車両データに対して実行されるこ
とにより、大量の候補データが生成されることとなる。
【００８８】
　その後、図３にステップＳ１０５として示すように、この生成された候補データに含ま
れる特徴量を顕在化する処理が、例えば以下の式に基づく窓関数演算を通じて実行される
。
【００８９】
【数１】

　この処理ではまず、例えば先の図６（ｂ）の領域５ｂにおけるデータα１の拡大図を図
７に示すように、同データα１のうち、上記走行エリアＡｒ１の始点Ｐｓ（距離「０」）
から所定の走行地点（距離「３０」）の範囲に対応するデータが選定される。そして、こ
の選定されたデータに対して、上記式に基づく窓関数演算が実行される。これにより、デ
ータα１のうち、距離「０」～「１５」の範囲のデータと、距離「１６」～「３０」の範
囲のデータとの差分が求められ、各範囲のデータに包含される特徴量が顕在化されるよう
になる。こうして、データα１の全範囲、すなわち、先の図４に示した走行エリアＡｒ１
の始点Ｐｓから終点Ｐｇに対応するデータに対して窓関数に基づく演算が実行されること
により、同データα１に含まれる全ての特徴量が顕在化されるようになる。また同様に、
その他、周波数分解されたデータβ１～β３等に対しても窓関数が実行されることにより
、各データβ１～β３等に含まれる特徴量が顕在化されるようになる。そして、こうした
特徴量の顕在化が、先のステップＳ１０４にて周波数分解された車両データ群ＤＡ及びＤ
Ｂの全ての車両データに対して実行される。
【００９０】
　そして、図３にステップＳ１０６として示すように、学習アルゴリズムによる学習を通
じて、運転レベル「高」に属する車両データ群ＤＡから生成された候補データ群と、運転
レベル「低」に属する車両データ群ＤＢから生成された候補データ群との間で相違する特
徴量が選定される。また、同学習を通じて、各特徴量が上記評価基準に基づく評価結果に
及ぼす影響度が算出されることにより、各特徴量の重み付けが行われる（ステップＳ１０
７）。
【００９１】
　この結果、図８（ａ）に例示するように上記評価項目が例えば「燃費」であるときには
、この燃費に最も影響を及ぼす特徴量として、先の図４に対応する図として図８（ｂ）に
示すように、走行エリアＡｒ１に包含されるカーブＣｖ２のうち、走行地点Ｐａ３におけ
るステアリングの操作態様の特徴を示す特徴量「操舵角度α１」が特定される。すなわち
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、この操舵角度α１が、燃費をもとに評価される車両データに対する影響度が、上記生成
された候補データ群に含まれる各特徴量の中で最も大きい特徴量であると特定される。な
お、走行地点Ｐａ３は、同カーブＣｖ２の始点から所定の位置に存在する地点を示してい
る。
【００９２】
　また、この操舵角度α１の次に燃費に影響を及ぼす特徴量として、図８（ｂ）に示す走
行エリアＡｒ１のうち、走行区間Ｓｅｃ２の始点から所定の位置に存在する走行地点Ｐａ
２におけるステアリングの操作態様を示す特徴量「操舵角度β３」が特定される。
【００９３】
　さらに、この操舵角度β３の次に燃費に影響を及ぼす特徴量として、図８（ｂ）に示す
走行エリアＡｒ１のうち、走行区間Ｓｅｃ１と同走行区間Ｓｅｃ１に後続するカーブＣｖ
１とを跨ぐ走行地点Ｐａ１におけるアクセルペダルの操作態様を示す「アクセルβ３」が
特定される。
【００９４】
　そして、こうした演算が、車両データの収集源となった各車両が走行した例えば走行エ
リアＡｒ１～Ａｒｎ毎に行われることにより、図８（ａ）に示すように、各走行エリアＡ
ｒ１～Ａｒｎに存在する各交通要素や各走行区間において燃費に影響を及ぼす特徴量が重
み付けされる。また、同図８（ａ）に示すように、この重み付けされた各特徴量と各走行
地点との対応関係が適宜求められる。
【００９５】
　こうして本実施の形態では、例えば「燃費」を評価項目として車両データ群が運転レベ
ルの別にグループ分けされたときには、車両データ群の中で燃費が相違する要因となる各
運転要素の操作態様を示す特徴量が、各走行エリアに包含される走行地点毎に、特定され
ることとなる。また併せて、各走行地点を包含する交通要素や走行区間も特定されること
となる。
【００９６】
　次に、上記周波数分解部２５２による周波数分解処理について図９を参照して詳述する
。
　図９に示すように、本処理ではまず、アクセルペダル、ブレーキペダル、及びステアリ
ング等々の複数種の運転要素の中で、周波数分解すべき一種類の運転要素が選択される（
ステップＳ２０１）。これにより、上記正規化された各種運転要素に基づく車両データ群
のうち、例えばアクセルペダルの踏込み量の時系列的な推移を示す車両データ群が選択さ
れる。
【００９７】
　次いで、この選択されたアクセルペダルの踏込み量の時系列的な推移を示すＮ個の車両
データの数をカウントする変数ｉに「０」が代入され（ステップＳ２０２）、このアクセ
ルペダルの踏込み量の時系列的な推移を示すＮ個の車両データの中から１つの車両データ
が選択される（ステップＳ２０３）。
【００９８】
　その後、この選択された１つの車両データが周波数分解され（ステップＳ２０４）、上
記変数ｉが加算される（ステップＳ２０５）。そして、この選択された１つの車両データ
が周波数分解されると、未だ周波数分解されていないアクセルペダルの踏込み量の時系列
的な推移を示す車両データが順次周波数分解されるとともに、変数ｉが適宜加算される（
ステップＳ２０６：ＮＯ、ステップＳ２０３～Ｓ２０５）。
【００９９】
　こうして、アクセルペダルの踏込み量の時系列的な推移を示すＮ個の車両データの全て
が周波数分解されたことにより変数ｉが「Ｎ」に達すると（ステップＳ２０６：ＹＥＳ）
、周波数分解が終了したアクセルペダル以外の運転要素が新たに選択される（ステップＳ
２０１）。そして同様に、この選択された運転要素の車両データ群が順次周波数分解され
るといった処理が繰り返し実行されることにより、記憶装置２２０に記憶されている全て
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の種類の運転要素に基づく車両データ群が周波数分解されることとなる（ステップＳ２０
２～Ｓ２０６）。
【０１００】
　以上説明したように、本実施の形態にかかる車両データの解析方法及び車両データの解
析システムによれば、以下の効果が得られるようになる。
　（１）車両データとして複数種の運転操作に基づく複数の車両データを収集し、この収
集した車両データを、運転操作のレベルの評価の指標である評価基準に基づき２つのグル
ープにグループ分けした。そして、このグループ分けしたグループ間で相違する車両デー
タの特徴量を抽出することとした。これにより、車両データに含まれる運転操作の特徴を
定量的に解析することができるようになる。
【０１０１】
　（２）また、上記収集された車両データ群は、複数種のドライバの運転操作のもとに実
際の道路上を走行した車両から取得されたものであるから、同車両データ群を用いること
により、実際の走行環境や同走行環境のもとで行われた運転操作が反映された走行モデル
を生成することも可能である。そしてこの場合には、上記抽出された車両データの特徴量
を加味して模範となる走行モデルを生成することより、運転レベルを決定する特徴量を盛
り込んだ走行モデルを生成することが可能となる。すなわち、上記車両データの解析結果
を、車両の走行環境や、ドライバの運転技量、ドライバに特有の運転操作パターン等に応
じた走行モデルの生成に適用することが可能となる。
【０１０２】
　（３）上記抽出した車両データの特徴量が、上記評価基準にて評価される車両データに
及ぼす影響度を求めることとした。これにより、各々グループ分けされた車両データの間
で相違する特徴量のみならず、この特徴量が、評価基準にて評価される車両データ、換言
すれば、同評価基準に基づく評価に及ぼす影響度も併せて特定することが可能となる。
【０１０３】
　（４）上記交通要素、走行区間、及び走行エリアを単位として、車両データのグループ
分けと車両データの特徴量の抽出とを行った。このため、交通要素、走行区間、及び走行
エリアのもとで行われる一連の運転操作が反映される車両データの特徴量を、交通要素単
位、走行区間単位、及び走行エリア単位で抽出することが可能となる。これにより、交通
要素や走行区間、走行エリアを単位として、各車両データ間で運転レベルが相違する要因
を特定することが可能となる。またこれにより、１つの車両データの中から、交通要素毎
、走行区間毎、及び走行エリア毎の特徴量を抽出することが可能となり、車両データ解析
センター２００に収集された車両データ群の中からより多くの特徴量を抽出することが可
能となる。
【０１０４】
　（５）上記各センサ１０１～１０６等によりドライバによる運転操作を検出した。そし
て、この検出結果、並びに、ドライバによる運転操作が行われた走行地点を特定可能な緯
度経度情報や各種道路地図に関する情報を、車両１００の車両データとして取り扱うこと
とした。さらに、先の図８（ａ）及び（ｂ）に示した態様で、運転操作の特徴量、走行地
点、及び評価基準の各々の対応関係をさらに求めることとした。このため、車両データを
より詳細に解析することが可能となり、評価基準に基づく運転レベルが相違する要因や同
要因が評価基準に及ぼす影響を、走行地点レベルにまで解析することが可能となる。
【０１０５】
　（６）上記車両データとしての時系列データを走行位置に基づいて正規化した。このた
め、走行速度等が相違する車両から取得された各時系列データについて、高精度に対比可
能なレベルに変換することができる。これにより、より多くの車両データ（時系列データ
）を解析対象とすることが可能となり、こうした車両データ間で相違する特徴量をより多
く抽出することが可能となる。
【０１０６】
　（７）上記特徴量として、ドライバによる運転操作態様を示す複数の運転要素の特徴を
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示すデータを対象とし、アクセルペダル、ブレーキペダル、及びステアリング等々の複数
種の運転要素が評価基準に及ぼす影響度を運転要素の別に求めることとした。これにより
、燃費、車両挙動、及び車両１００の横方向における躍度等に影響を与える運転要素が複
数存在したとしても、各車両データの運転レベルを異ならしめる複数の要因を的確に特定
することが可能となる。また、これにより、車両データに局所的に含まれる特徴量を的確
に抽出することが可能になるとともに、各運転要素が評価基準に及ぼす影響度も併せて特
定することが可能となる。
【０１０７】
　（８）上記車両データの特徴量を示す上での元データとなる複数の候補データを、車両
データに対する周波数分解を通じて生成することとした。このため、車両データに含まれ
ている様々な周波数成分を抽出することが可能となり、運転操作が反映された様々な特徴
量を顕在化することが可能となる。これにより、上記グループ化された車両データ間で相
違する特徴量を抽出する上で、その候補となる特徴量を含んだ候補データを、限られた車
両データの中から大量に生成することが可能となる。
【０１０８】
　（９）上記車両データの特徴量の抽出に先立ち、窓関数に基づく演算を通じて特徴量の
顕在化を行うこととした。これにより、車両データに含まれる微小な特徴量についても的
確に抽出することが可能となり、運転レベルの別にグループ分けされた車両データ群ＤＡ
と車両データ群ＤＢとの間で相違する特徴量を的確に抽出することが可能となる。
【０１０９】
　（１０）上記評価基準により評価すべき評価項目として、単位燃料量あたりの車両の走
行距離である燃費、及び旅行時間、及び車両挙動、及び車両の横方向における躍度を用い
た。これにより、上記各評価項目を指標として分類される車両データの特徴量を抽出する
ことで、燃費、旅行時間、スムーズな運転操作（急制動の有無）、及び躍度等が車両デー
タ間で相違する要因を特定することが可能となる。
【０１１０】
　（１１）上記評価基準に基づくグループ分けを通じて、複数種の車両データを運転レベ
ル「高」及び運転レベル「低」の２つの車両データ群ＤＡ及びＤＢに分類し、この分類し
た車両データ群ＤＡ及びＤＢ間で運転レベルが相違する車両データの特徴量の重み付けを
行うこととした。このため、グループ分けされた車両データ群ＤＡ及びＤＢ間で運転レベ
ルが相違する要因を、評価基準に対する影響度の順に特定することが可能となる。これに
より、運転レベル「低」とされた車両データにて示される運転操作の改善要素を、改善す
べき優先度の順に把握することが可能となる。
【０１１１】
　なお、上記実施の形態は、以下のような形態をもって実施することもできる。
　・上記車両１００から車両データ解析センター２００への車両データの送信を、車両１
００の走行の終了に伴い同車両１００のアクセサリーポジションがオン状態からオフ状態
に切り替えられたことを条件に行った。これに限らず、例えば、車両１００のアクセサリ
ーポジションがオフ状態からオン状態に切り替えられたタイミングや、車両１００が所定
の交通要素や所定の走行区間を通過したタイミングで、車両１００から車両データ解析セ
ンター２００への車両データの送信を行うようにしてもよい。同様に、予め定められた周
期で、車両１００から車両データ解析センター２００への車両データの送信を行うように
してもよい。またこの他、車両データ解析センター２００から車両１００に対して要求が
あったときに、車両１００から車両データ解析センター２００への車両データの送信を行
うようにしてもよい。
【０１１２】
　・上記車両１００から車両データ解析センター２００への車両データの送信を、車載通
信機１２０とセンター通信機２１０との間での無線通信を通じて行った。これに限らず、
例えばＵＳＢメモリ等の外部記憶媒体を介した有線通信等によって、車両１００から車両
データ解析センター２００への車両データの送信を行うようにしてもよい。要は、車両１
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００で取得された車両データを車両データ解析センター２００に送信可能なものであれば
、車両データの搬送手段とすることができる。
【０１１３】
　・上記車両データの特徴量の重み付けを、学習アルゴリズムである「ａｄａｂｏｏｓｔ
」による学習を通じて行った。これに限らず、この重み付けに用いる手段としては、運転
レベルが相違する車両データ群ＤＡと車両データ群ＤＢとの間で相違する特徴量の重み付
けを行うことが可能なものであればよく、各種学習アルゴリズムや各種演算を用いること
が可能である。
【０１１４】
　・上記分類した車両データ群ＤＡ及びＤＢ間で相違する車両データの特徴量の重み付け
を通じて、車両データの特徴量が評価基準にて評価される車両データに及ぼす影響度を求
めることとした。これに限らず、同影響度として、例えば「影響度：大」、「影響度：中
」、「影響度：小」、及び「影響度：無」の４段階に分類された影響度を求めるようにし
てもよい。この場合には、例えば、共通もしくは類似する交通要素、走行区間、及び走行
エリアでの車両データ群の特徴量のうち、先の図５（ａ）及び（ｂ）に例示したデータＳ
ｔ１とデータＳｔ２との間で相違する頻度が相対的に高い特徴量ほど、また、各データ間
での差が顕著になる特徴量ほど、「影響度：大」として求められる。一方、共通もしくは
類似する交通要素、走行区間、及び走行エリアでの車両データ群の特徴量のうち、先の図
５に例示したデータＳｔ１とデータＳｔ２との間で相違する頻度が相対的に低い特徴量ほ
ど、また、各データ間での差が微小な特徴量ほど、「影響度：小」として求められる。ま
た一方、グループ分けされた車両データ群ＤＡと車両データ群ＤＢとの間で共通する特徴
量については、車両データ間で運転レベルが相違する要因となり得ない「影響度：無」と
して求められる。
【０１１５】
　・上記車両データ解析センター２００に収集された車両データ群を、上記評価基準に基
づき運転レベル「高」と運転レベル「低」との２つのグループに分類した。これに限らず
、同車両データ群を、上記評価基準に基づき３以上のグループに分類するようにしてもよ
い。そして、例えば、車両データ群が運転レベルの高い順に第１～第３の３つのグループ
に分類されるときには、例えば第１及び第２のグループ間で相違する車両データの特徴量
が抽出される。そしてこの場合には、この抽出された特徴量が、運転レベルが最も高い第
１のグループと、その次に運転レベルが高い第２のグループとの間で運転レベルが相違す
る要因であるとして特定されることとなる。同様に、第２及び第３のグループ間で相違す
る車両データの特徴量が、第２及び第３のグループ間で運転レベルが相違する要因として
特定されることとなる。これにより、車両データの運転レベルが複数の運転レベルにグル
ープ分け可能な場合であれ、各グループ間で運転レベルが相違する要因を特定することが
可能となる。
【０１１６】
　・上記分類した車両データ群ＤＡ及びＤＢ間で相違する車両データの特徴量の重み付け
を、図８（ａ）に示したように、評価項目を「燃費」として行った。さらに、図１０に示
すように、躍度、車両挙動、旅行時間のそれぞれを評価項目として車両データ群のグルー
プ分けを行い、このグループ分けした車両データ間で相違する特徴量の重み付けを行うよ
うにしてもよい。この場合には、燃費のみならず、躍度、車両挙動、旅行時間のそれぞれ
の評価項目に基づき評価される運転レベルが相違する要因を走行地点毎に特定することが
可能となる。
【０１１７】
　・上記車両データ群のグループ分けを、燃費、及び旅行時間、及び車両挙動、及び車両
の横方向における躍度のうち、１つの評価項目に基づいて行った。これに限らず、２つ以
上の評価項目についての評価基準に基づき車両データ群のグループ分けを行ってもよい。
この場合には、例えば、燃費と車両挙動とが評価項目であるときには、低燃費かつ車両挙
動が少ない旨を示す車両データが運転レベル「高」として評価され、その他の車両データ



(21) JP 2012-242894 A 2012.12.10

10

20

30

40

50

については運転レベル「低」として評価される。そして、それら運転レベル「高」と運転
レベル「低」との間で相違する特徴量を抽出することにより、複数の評価項目に設けられ
た評価基準を同時に達成可能な運転操作を示す車両データの特徴量を抽出することが可能
となる。
【０１１８】
　・上記評価項目として、燃費、及び旅行時間、及び車両挙動、及び車両の横方向におけ
る躍度を採用した。この他、車両データのグループ分けに用いる評価項目とは、ドライバ
の運転技量が反映されるものであればよく、例えば、運転操作の安定性、車間距離等を評
価項目とすることができる。なお、車間距離を評価項目とするときには、例えば、車両デ
ータの取得源となった車両と同車両の進行方向前方を走行する車両との車間距離が、所定
の距離以上に保たれているか否かを評価基準とすることができる。同様に、車両データの
取得源となった車両と同車両の進行方向前方を走行する車両との車間距離の変化量が、一
定以内であるか否かを評価基準とすることができる。
【０１１９】
　・上記車両データの特徴量の顕在化を、窓関数に基づく演算を通じて行った。これに限
らず、車両データに含まれる特徴量を顕在化可能な演算であれば、車両データの顕在化に
際して採用可能である。また、評価基準に基づきグループ分けされたグループ間で相違す
る車両データの特徴量を抽出することができればよく、上記窓関数演算部２５３を割愛す
る構成とし、車両データの特徴量を顕在化する演算を行わないこともできる。
【０１２０】
　・上記車両データの周波数分解を、ウェーブレット変換を通じて行った。これに限らず
、例えば、離散コサイン変換や、フーリエ変換等によって車両データを周波数分解するこ
ともできる。なお、この場合には、可逆変換可能な変換手法が好ましい。要は、車両デー
タの周波数を分解することにより、複数の周波数帯の周波数成分を抽出可能な手段であれ
ばよい。また、評価基準に基づきグループ分けされたグループ間で相違する車両データの
特徴量を抽出することができればよく、上記周波数分解部２５２を割愛する構成とし、車
両データに対する周波数分解を行わないこともできる。
【０１２１】
　・上記分類結果格納部２４０に、運転レベルの別にグループ分けされた車両データが記
憶される第１格納領域２４１と第２格納領域２４２とを設ける構成とした。これに限らず
、分類結果格納部２４０を割愛するとともに、車両データ分類部２３０により運転レベル
を識別可能な情報を記憶装置２２０に記憶されている各車両データに付するようにしても
よい。この場合には、各々相反する運転レベルを示す情報が付された車両データ群が、車
両データ分類部２３０から車両データ解析部２５０に出力される。そして、車両データ解
析部２５０では、各車両データに付されている運転レベルを識別可能な情報に基づき、例
えば運転レベルが相反する車両データ間で相違する特徴量が抽出されることとなる。
【０１２２】
　・上記車両データ解析センター２００に収集された車両データ群から、ドライバによる
運転操作態様を示すアクセルペダル、ブレーキペダル、ステアリング等の複数の運転要素
の特徴を示す特徴量を抽出することとした。これに限らず、抽出の対象とする特徴量とし
て、例えばアクセルペダル、ブレーキペダル、ステアリング等のうち、１つの運転要素の
特徴を示す特徴量を、車両データ群から抽出するようにしてもよい。
【０１２３】
　・上記各実施の形態では、ドライバの運転操作が反映される車両データを、アクセルセ
ンサ１０１、ブレーキセンサ１０２、操舵角センサ１０３、ジャイロセンサ１０４、車速
センサ１０５、及び加速度センサ１０６の検出結果に基づき取得した。この他、例えば、
車両１００の旋回方向への回転角の変化速度であるヨーレートを検出するヨーレートセン
サの検出結果に基づき、車両データを取得するようにしてもよい。この場合には、上記特
徴量として、車両のヨーレートに起因する運転レベルの相違要因が車両データから抽出さ
れることとなる。またこの他、ドライバによる運転操作や同運転操作が反映される信号を
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取得可能な手段であれば、車両データの取得手段として採用することができる。
【０１２４】
　・上記車両データ解析部２５０に、車両データとしての時系列データを走行位置に基づ
いて正規化する正規化演算部２５１を設ける構成とした。これに限らず、同一もしくは類
似する走行環境での運転操作態様を示す時系列データのデータ長が対比可能な態様で近似
するときには、この正規化演算部２５１を割愛する構成とし、車両データとしての時系列
データの正規化を行わないこともできる。
【０１２５】
　・上記抽出した車両データの特徴量、走行地点、及び評価基準の各々の対応関係を求め
ることとした。これに限らず、例えば、車両データの特徴量と走行地点との対応関係のみ
、あるいは、車両データの特徴量と評価基準との対応関係のみを求めるようにしてもよい
。
【０１２６】
　・上記走行地点を識別可能な情報を含んだ車両データを車両１００から収集することと
した。これに限らず、走行地点に代えて、交通要素や走行区間、走行エリアのみを識別可
能な情報を含んだ車両データを車両１００から収集するようにしてもよい。そして、この
収集した交通要素、走行区間、走行エリアと、車両データの特徴量との対応関係を求める
ようにしてもよい。同様に、この収集した交通要素、走行区間、走行エリアと、評価基準
との対応関係を求めるようにしてもよい。
【０１２７】
　・上記車両データの特徴量の重み付けを、先の図８（ａ）に示したように、走行エリア
Ａｒ１～Ａｒｎに包含される走行地点毎に行った。これに限らず、この図８（ａ）に対応
する図として図１０に示すように、上記車両データの特徴量の重み付けを、例えば道路線
形等が共通もしくは類似するカーブや交差点等の交通要素単位で行ってもよい。また、同
図１０に示すように、上記車両データの特徴量の重み付けを、例えば道路線形等が共通も
しくは類似する走行区間単位で行ってもよい。これらの場合には、交通要素毎や走行区間
毎に、影響度の大きい特徴量が順位付けされることにより、交通要素単位や走行区間単位
での、より詳細な特徴量の抽出が可能となる。また、この場合には、異なる走行エリアを
走行した車両から収集された車両データであれ、道路線形等が類似していれば、グループ
間で相違する特徴量の抽出に際してグループ分けの対象とすることが可能となる。これに
よって、より広範囲な走行エリアから収集された車両データから、より多くの特徴量を抽
出することが可能となる。
【０１２８】
　・上記交通要素、走行区間、及び走行エリアを単位として、車両データのグループ分け
及び車両データの特徴量の抽出を行うこととした。これに限らず、交通要素、走行区間、
及び走行エリアの少なくとも１つを単位として車両データのグループ分け及び車両データ
の特徴量の抽出を行うものであればよい。
【０１２９】
　・上記評価基準に基づくグループ分けを、共通もしくは類似する走行環境での運転操作
態様を示すデータを対象として行った。これに限らず、例えば、共通する走行環境での運
転操作態様を示すデータのみを対象として、上記評価基準に基づくグループ分けを行うよ
うにしてもよい。
【０１３０】
　・車両データの収集源となる車両１００の走行環境に関する情報として、カーブや交差
点等の交通要素、走行区間、及び走行エリアに関する情報を設定した。さらに、車両１０
０の走行環境に関する情報として、例えば、渋滞の発生頻度の高い走行エリアを示す情報
、渋滞の発生頻度の高い走行時間帯、交通流が共通する時間帯、及び車両データにて示さ
れる運転操作が行われたときの天候等を示す情報、等々を設定することも可能である。そ
して、こうした情報をもとに特定される渋滞状況や天候等を加味して、上記車両データの
グループ分け及び車両データの抽出を行うようにしてもよい。この場合には、車両データ
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にて示される運転操作が行われた交通要素、走行区間、走行エリア等が共通し、かつ、同
走行エリアでの渋滞状況や天候が共通する車両データ群が、グループ分け及び特徴量の対
象とすべき車両データとして特定される。そして、この場合には、交通要素、走行区間、
走行エリア等が共通し、かつ、渋滞状況や天候等、運転操作に影響を及ぼす要素が共通す
る車両データ群に対して、評価基準に基づくグループ分けや特徴量の抽出が行われること
となる。このため、走行環境の相違に起因する車両データ間での特徴量の相違とドライバ
の運転技量に起因する車両データ間での特徴量の相違とを、的確に識別することが可能と
なる。これにより、各ドライバの運転技量のみに起因する特徴量の相違、換言すれば、運
転操作が行われた走行環境が同一であるにも拘わらず各車両データ間で運転レベルが相違
する要因を、車両データ群からより的確に抽出することが可能となる。
【０１３１】
　・上記車両データに、車両データの収集対象となる車両１００の走行環境を示す情報を
含めることとした。これに限らず、特徴量の抽出対象とする各車両データの推移に基づき
、共通もしくは類似する走行環境下で収集された車両データを特定可能な場合には、上記
ＧＰＳ１０８やカーナビゲーションシステム１０９を割愛する構成とし、ドライバによる
運転操作の推移を示すデータのみを、上記車両データとして収集することも可能である。
【０１３２】
　・上記抽出した車両データの特徴量が、上記評価基準にて評価される車両データに及ぼ
す影響度を求めることとした。これに限らず、上記評価基準に基づきグループ分けされた
グループ間で相違する特徴量のみを、車両データ群から抽出するようにしてもよい。この
場合であれ、この抽出される車両データの特徴量に基づき、各グループ間で運転レベルが
相違する要因を定量的に特定することが可能となる。
【０１３３】
　・上記車両データの特徴量を、車種を限定することなく、不特定多数の車両から収集さ
れた車両データ群から抽出することとした。これに限らず、ドライバの運転操作のみに起
因する車両データの特徴量の相違を車両データ群から抽出する上では、同一の車種から収
集された車両データ群のみを解析の対象としてもよい。この場合には、車両間の個体差が
除去されることとなり、ドライバの運転技量の相違のみに起因する特徴量を的確に抽出す
ることが可能となり、より高精度な解析が可能となる。
【０１３４】
　・上記車両データを、複数台の車両から取得することとした。これに限らず、解析の対
象とする車両データとは、一台の車両から取得されたものであってもよく、運転操作さえ
異なれば同一のドライバの運転操作に基づき取得されたものであってもよい。要は、上記
評価基準に基づきグループ分け可能な、複数種の運転操作が反映された車両データであれ
ば、解析の対象とすることができる。
【符号の説明】
【０１３５】
　１００…車両、１０１…アクセルセンサ、１０２…ブレーキセンサ、１０３…操舵角セ
ンサ、１０４…ジャイロセンサ、１０５…車速センサ、１０６…加速度センサ、１０７…
エンジンＥＣＵ、１０８…ＧＰＳ、１０９…カーナビゲーションシステム、１１０…車両
データ記憶領域、１２０…車載通信機、２００…車両データ解析センター、２１０…セン
ター通信機、２２０…記憶装置、２３０…車両データ分類部、２４０…分類結果格納部、
２４１…第１格納領域、２４２…第２格納領域、２５０…車両データ解析部、２５１…正
規化演算部、２５２…周波数分解部、２５３…窓関数演算部、２５４…影響度算出部、２
６０…解析結果記憶部、Ａｒ１－Ａｒｎ…走行エリア、Ｃｖ１、Ｃｖ２…カーブ（交通要
素）、Ｐｇ…走行エリアの終点、Ｐｓ…走行エリアの始点、Ｐａ１～Ｐａ３…走行地点、
Ｓｔ１、Ｓｔ２…時系列データ（車両データ）、Ｓｅｃ１～Ｓｅｃ３…走行区間。
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